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市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

多気町13

ジュニアサミットについては、そもそも開催するかどうかと
いうことを現在外務省で検討中です。

三重県に決まれば、集中討議以外の交流の場面がなるべく全
県に波及するようにしていきたいと思っており、高校生同士の
交流という観点からは、相可高校の生徒たちも何らか交流でき
るようにしたいという強い思いを持っています。加えて、県の
いろいろなところを回ってもらう場合には、１００人くらいの
高校生を５班くらいに分け、東紀州、中南勢地域、伊勢志摩地
域、伊賀、北勢に行くというような分散型の視察、分散交流の
ような感じでやると県内になるべくたくさん行けるのではない
かという思いでいます。それから、サミット開催後に、ジュニ
アサミットで他国の高校生と交流した高校生やそれ以外も含め
た高校生による高校生サミットというのをこのサミットの資産
として残していきたいと思っています。
  配偶者プログラムについては、１泊２日、実質は初日の午
後、翌日の午前ですので、伊勢志摩地域以外の多くの地域を訪
問するのは、物理的に難しいと思っていますが、現地を訪れる
ことができなくても、配偶者の皆さんにその地域のいいものを
味わっていただいたり、体験していただけるような工夫をして
いきたいと思っています。いずれにしても単なる物見遊山で
あってはいけないと思っていますので、テーマ性とか、ストー
リー性を持たせた形で考えていきたいと思っています。
  また、海外のプレスツアーについては、２０回弱ぐらいやろ
うと思っています。既にＡＳＥＡＮ１０か国、中東５か国のプ
レスにこの８月にも来てもらいました。これからどんどん増え
てくると思っていますので、相可高校の食物調理科の取組と
か、生徒や先生の取材を通じて発信してもらうようなプレスツ
アーなどもぜひ検討していきたいと思っています。
  食材の供給については、現在、市町を通じて推薦食材を照会
させていただいているところです。首脳が食べるものだけでな
く、配偶者の皆さんが食べるもの、２４時間食料を供給しない
といけないメディアセンターに置くもの、あるいは数万人とい
う方々が来られますのでそういう人たちへの弁当の供給とかも
含め、様々な食材を供給する場面がありますので、ぜひ県産食
材を一品でも多く積極的に提案していきたいと思いますので、
ご協力のほどよろしくお願い申し上げたいと思います。
  町長がおっしゃっていただいたもの以外に私たちが特に注目
しているのは、豆腐づくり体験、伊勢いも料理体験、あとは食
とか和食に関するワークショップのような、単なる物見遊山み
たいなものでなく、体験もの、双方向の交流みたいなものを提
案していただいているのは、大変ありがたいと思います。そう
いう皆さんの様々なご意見、地域ならではストーリーや隠れた
テーマなども教えてもらい、町長から言っていただいた、他に
ない唯一のものをというのは、大変重要な視点であると思って
おり、大変心強いご提案をたくさんいただき、実行委員会など
も組織しながら議論していこうということも言っていただいて
いますので、私どももしっかりご提案を受け止めて、１つでも
多く実現できるよう頑張っていきたいと思います。

伊勢志摩サミットについて、本町も取り組める可能性のある
“食”に関するイベントについて、次のことを申し上げたいと
思います。

１つ目として、ジュニアサミットについては、県内の高校生
が参加者と交流できる機会を可能な限り設定したプランを国へ
提案するとされており、日本の伝統、文化、魅力、三重県なら
ではのテーマにスポットを当てるという考え方が示されていま
す。サミットの関係者、若しくはサミット参加国等の高校生が
来日されるのであれば、これらの人たちと相可高校調理科の生
徒たちで、日本の食、三重の食をテーマにしたジュニアサミッ
トができないかと考えています。
 ２つ目として、本町の“食”巡りについて、配偶者プログラム
や海外のプレスツアーで、本町にお越しいただいて食のスポッ
トを巡っていただける可能性について伺いたいと思います。
 ３つ目として、食材の供給について、サミット参加者、首脳に
提供される食事の食材の一部を私たちの町から提供できないか
と思っています。
  多気町は今こういうことをＰＲしたいということで、「多気
の“食”めぐり」というのを提案させてもらっています。これ
は多気町の食に関し、公のかかわった高校生レストラン、農家
レストラン「まめや」など、提案書の中に、対応できる人数や
具体的にどんなものができるかをあげていますので、話があり
ましたら紹介させていただきたいと思います。

配偶者プログラムについては、日程にあまり余裕がないとい
うこともあり厳しいかなと思いましたが、できればそういう日
程の中に多気町を組み込んでいただければという思いで申し上
げました。

食材については、伊勢いも、柿、ミカン、お茶などがあり、
伊勢いも料理、薬膳など他所にないものを多気町で食していた
だきたい。三重県中南勢の多気には、こんなものがあるという
ことを県からも発信していただきたいと思います。

対談項目１
伊勢志摩サミットに伴う多気町
の“食”イベントの可能性につ
いて
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来年度に向け、地方創生で国のほうでは新型交付金の議論を
しています。全国知事会でも、地方の実情に合わせて自由度の
高い柔軟な制度運用になるようにお願いをし、ちゃんとした規
模を確保してほしいということを申し上げてきましたが、規模
については、前回１７００億円であったわけですが、それを大
きく下回る１０００億円くらいという大変残念な結果でした。
これから制度設計にあたっては、地方の意見を十分に踏まえる
ように更に検討してほしいということを地方六団体の声明とし
ても出させていただいておりますし、県単独としても要望させ
ていただいているところです。市町の皆さんとの議論、他県の
知事さんたちとの議論の中でも、ソフトを活かすために必要な
ちょっとしたハード整備とかは認めてほしいというのは、我々
も思いますので、地域活性化に資する、その地域の雇用に十分
資するという一定のものが見込める場合など限定してでもいい
ので、新型交付金においては、地域の実情に応じた柔軟な制度
運用となるよう、我々も国へしっかり要望していきたいと思い
ますし、新型交付金以外でも国の財源でアクアイグニスの投資
や運営などに使えるような国の財源があれば、そういうものの
対象となるような働きかけも、多気町さんと一緒になってやっ
ていきたいと思っています。

 国の社会資本交付金とかを含めて、様々、優先採択とかできる
ように我々も一緒に働きかけをしていきたいと思います。私と
してはサミットの公共事業の場合は、今回そのサミットのため
にやる部分も多少あるものの、基本的にはいつかやらなければ
ならなかったものをこのサミットのタイミングで前倒しして公
共事業をやるという考え方ですので、そうしないと他の全体に
しわ寄せがいってサミットだけということになってはいけない
と思っています。そういう公共事業の考え方の中で、商業施設
の中の道路や、商業施設ができたことによる連結ということに
ついて、ここ多気町のアクアイグニス多気だけ認めていくとい
うのは、県としては大義が必要になってくると思いますので、
いずれにしても、個別の詳細が明らかになってくる中で、どう
いう財源を探していけばいいのかということをよく多気町さん
と連携して、議論をしていければと思っていますので、よろし
くお願いします。

多気町
対談項目３
鳥獣被害防止対策について

鳥獣被害防止総合対策協議
会補助事業のメニューへの避
妊治療費の追加について

鳥獣害被害の防止対策につきまして、鳥獣被害の総合対策協
議会、補助事業の中で、獣害対策として、サルの習性を利用
し、若いメスが捕獲されたときに、群れの位置がわかるように
発信機を装着して逃がしています。それと同時に群れの個体数
が増えないように避妊治療も施したいので、避妊治療費も補助
のメニューに加えていただきたい。

避妊治療費の追加の関係ですが、伊賀市でＩＣＴを活用した
ニホンザルの大量捕獲の実証実験みたいなものをさせていただ
き、これが効果があるようです。ぜひ大量捕獲、ＩＣＴを活用
した大量捕獲などにもチャレンジしていただき、我々もそうい
う支援もさせていただければと思っています。一方で、避妊に
ついては、避妊効果の期間が不明瞭であるということや、外科
的処置を現場で行うことがなかなか対応が難しく、処置に時間
がかかると放獣後群れに戻れなくなる可能性が高くなるなど結
構課題が多い。言わば費用対効果が見えにくいという部分があ
り、避妊措置というのは課題が大きいと思っていますので、先
ほど申し上げたようなＩＣＴを活用した大量捕獲で、この効果
をあげていくのがいいのかなと思っています。

対談項目２
（仮称）アクアイグニス多気計
画にかかる支援

多気町

  アクアイグニス多気の計画についてですが、多分今月末くら
いには、新たな計画内容の発表ができると思っています。この
計画は民間事業者の計画で、地方創生の中でも民間活力を活用
してということが結構言われていると思いますが、町も一生懸
命応援をさせてもらっています。議会でも、連結道路の設計予
算を町でやっていこうということで認めていただき、これは中
南勢地域、紀州地域の地域活性化に期待できる計画ということ
で、町としても高速道路からの連結により、伊勢からの観光
客、紀州からの観光客を誘致しようということで計画を進めて
おります。また、地方への人材の還流や地域の食材の発展的な
活用や雇用の対策、ＵＩＪのターン、多くの世代の交流の拠
点、地域産業の競争力の強化など、多岐にわたる事業効果が期
待されております。
  この計画の中で、区域内を縦貫する幹線道路につきまして
は、高速道路連結のための接続条件として、公共道路で整備す
ることが求められております。町の重要観光施設や他地域への
重要なアクセスとして大きな役割も持っています。この整備に
は多大な費用もかかりますので、今回の計画、隣の町も含めた
地域の活性化につながるインフラ整備は、人口規模が１万５千
人程度の我々のようなところでは、なかなか厳しい部分もあり
ます。町でやるか、もしかしたら県での対応も検討していただ
けるかもわかりませんが、国のほうでの地方創生事業というの
は、ソフト事業がメインでありますが、これに関わる優先的な
事業採択を国に対して要望していただきますようよろしくお願
いします。
  アクアイグニス多気の場合、全体の事業計画というのは民間
でやりますが、それに接続するような道路などは、やはり我々
でやっていかなければならないと思う部分があり、できれば大
きいところでお願いしたいと思っていますが、それが難しいよ
うであれば、町でするにしても優先採択ができるようにしてい
ただけるとありがたいと思っています。設計予算については、
今町のほうでみており、本体の事業計画がうまくいけば、オリ
ンピックに間に合うようにという形で今進めております。ただ
し、今、県のほうへ要望しても厳しいなというのはよく分かっ
ていまして、来年サミットで５０数億円くらいかかるかわから
ないと言われていますので、あまり無理なことを言ってはいけ
ないと思ってはいます。

インフラ整備に係る地方創生
予算の国への要望について
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多気町
対談項目３
鳥獣被害防止対策について

野生鳥獣生息環境創出事業
「里中と山林との緩衝帯設置
による伐採」の継続実施につ
いて

里中に接する山林を伐採し里中と山林の距離を離すことによ
り、獣の隠れ家を失くし里中に近づけないようにする、野生鳥
獣の生息環境創出事業を、昨年度事業を採択していただき非常
に獣害対策として効果が出ています。今年度も実施していただ
く予定ですが、来年度からこの事業が廃止になるような話を聞
かせていただきました。ぜひ廃止をせずに継続をいただき、事
業としての採択をお願いしたい。

里中と山林との緩衝帯設置による伐採の継続ですが、県とし
ても市町でこの事業使っていただいて、一定の成果があったと
いうように思っています。一方で、平成２４年度から、２７年
度までということでやってきた事業であり、今後の予算編成の
中で議論していきたいと思いますが、基本的には、４年間のみ
の事業という形の中でやってまいりましたので、他の国の鳥獣
被害防止総合対策交付金などでも鳥獣被害防止の取組を支援で
きますので、そういうのを活用するなど、厳しい財政状況の中
ですけども、平成２８年度予算に向けて議論をしていきたいと
思っています。また県の場合、全般的に今回行動計画の見直し
が入りますので、重点取組や、そういうものの考え方を整理す
ることになり、獣害対策は今まで緊急課題解決プロジェクトに
入れてあったわけですが、これまでの成果なども踏まえて、優
先順位をつけた形で事業構築していきたいと思います。

多気町
対談項目３
鳥獣被害防止対策について

バイオマス発電用の資源集積
に対する支援について

本町はこの９月からバイオマス発電所向けのチップの確保の
ために、地域住民などから木材や竹材の集積を町の事業として
始めています。これも里山保全と獣害対策を目的としていま
す。当面は資源収集の買取に対して、独自の補助を行ってお
り、この事業に対しても県として支援いただくようお願いしま
す。
  獣害については、本当に農家の方が作った作物をみなやられ
てしまう。こんな悔しい思いをしているのは町の人にはわから
ない。何とかいい方法ができればということで、バイオマスの
特に竹藪というのが、多気町の集落の近くまでいっぱい来てい
ますので、それを地元の人に切ってもらい、少しでも里山を広
げて、獣を山へ送るようにということで、自分たちの集落の竹
や木を切り、バイオマスの発電所の材料、チップにしようとい
うことで、協力をしてくれています。獣害は本当に深刻な問題
だと思いますので、こういう助成事業につきましては、また何
かの形で応援をしていただければありがたいと思います。

バイオマス用の資源集積について、地域住民の方が伐採した
木材や竹材の買取を町独自で補助をしているというのは、大変
有意義な取組であるというように思っています。我々もこの
チップの供給については、非常に重要な点だと思っていますの
で、しっかり連携して取組んでいきたいと思いますが、既に津
市や名張市では、森と緑の県民税の市町交付金を活用して、木
質バイオマスの搬出などの支援をされていますので、こういう
ものの活用もご検討いただくとよりバージョンアップしていけ
るのではないかと思います。いずれにしても獣害対策は効果が
あるものとそうでないものや、なかなか効果が見えにくいもの
など様々ありますので、事業についてはよく精査をする中で次
年度の取組を検討していきたいと思います。
  農家の皆さんの深刻な部分については、私たちもそう思って
いまして、獣害対策課という名前の課は高知県とうちにしかあ
りませんので、獣害対策を専門にやる部署を設置してやらせて
いただいています。この５年の取り組みの中で、侵入防止柵な
どの延長もだいぶ広がってきて、その効果のある面積も広がっ
てきているのですけど、一方で、被害額は減っているのですが
被害件数は増えているというようなことがあり、これは侵入防
止柵とかが届かない小規模な農家の人たちのところなどに、そ
の獣害の被害が及んでいる状況だと思っています。そういう現
状も踏まえた中で、どう対応していくかというようなことも含
めて、町独自のそういう竹の伐採などでの取組なども応援させ
ていただきながら、獣害対策にしっかり取り組んでいきたいと
思います。


